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い，すばらしいものになるだろう L 自分もそり時まで生きていて， こり限で確かめた
い。それよりも，なによりも，その日が一刻も早く来るように， 少しでも役に立つ仕事
をしていきたいと，それこそ少年りように眼を輝かせながらs まったく楽天的に将来の
128 (332) 第 110巻第5君
日本0姿を話されていました。現在の世界を見渡すと，様々な困難がうずまいているが，
どんなにま余曲折を経ょうとも，日本は必ず社会主義になるだろうしz 全世界がマルク
スの「自由の王国Jに到達するであろうことを， 40年を越えんとする学問研究の当然り
帰結として確信されていたばかりでなし それをなLとげる主体が着実に育っているこ
とにも確信をもっ ζおbれた先生が，そ甲実現をみることもな〈 途中でなくなられた
ことは，誠に残念でなりません。
しかし，私たちも，先生から教えていたずこいた研究者の自主性，主体性z そして研究
の厳Lさと研究成果にたいする誇札そしてなによりも勇気を糧として， 先生が歩んで
こられた道をしっかりと受けつぎ， 新しい社会を作りあげるべき主体U力量が大きく前
進して雪ていることに確信をもちつつ， 70年代市激動期を理論と実践との両面において
遁進してい〈ことをここでお誓いしたいと思し、ます。
松井先生，安らかにお眠り下さい。
1972年 9月以1日
